別記第1号様式（助成申請書）

１．助成金を使用したい事業の内容
	助成区分
	□一般　　　　□縄文遺産活動支援　　　　□広域先導モデル(※)

	遺産の名称
	

	団体名
	

	事業の名称
	

	事業の概要
	（１）事業の目的　当てはまるものに☑をつけてください。
□構成資産の維持保全・清掃美化　　　□アクセスの円滑化　　　□担い手の育成・確保
□認知度の向上　　　□魅力の向上　　　□その他
上記で「その他」と回答した場合、その概要をご記入ください。※選考基準：選択した目的が事業の概要に即しているか／当該活動の課題解決の方向性に合致しているか


	
	（２）事業の実施体制・方法　なにをどのように実施するかご記入ください。※選考基準：事業を円滑に実施する体制を確保できているか／課題に対して新たな視点や手法で取り組む事業であるか。広域先導モデルについては他地域のモデルとなり得る事業であるか／様々な団体・企業と連携し、地域住民の参画を得ながら取り組む事業であるか



	
	（３）事業の効果　この事業を行うことでどのような効果が期待されるかご記入ください。※選考基準：（１）で選択した目的を達成できる内容であるか／事業の実施方法が費用的、時間的に最適なものとなっているか
一過性ではなく今後の活動に繋がる取組であるか／複数年度助成を受けている場合は、当該事業の自走化に向け工夫がされているか。



	
	(4)その他（緊急性・特殊事情等）
※選考基準：災害対応や老朽化等安全の確保など、取組が切迫しているか／国や道の施策、他の公益活動との連携が求められるなど、一般的な事業に優先して配慮を要する取組か


	実施予定
	開始予定日　　　　　　　　　年　　　月　　　日
	完了予定日　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	事業費
	（事業費総額）　　　　　　　　　　円

	
	内　　訳

	
	収　　　入
	支　　　出

	
	区　分
	金　額
	区　分
	金　額

	
	助成希望額
自己資金
	
	
	

	事業の
広報方法
	事業の実施状況の周知について、予定している広報手段に☑をつけてください。
□Webサイト（公式・市町村等）への掲載　　□行事プログラム・リーフレットへの掲載広報に際しては、北海道遺産ロゴマークの活用や、助成事業である旨の周知を積極的に行ってください。

□自治体広報誌掲載　　　□公共施設への掲示　　　□報道機関への告知
□ＳＮＳの活用　　　□助成対象施設設備への明示　　　□その他
上記で「その他」と回答した場合、その概要をご記入ください。


※広域先導モデル枠は、広域化・共同化・複合化等他地域のモデルとなる事業とします。
例）	＊多文化（芸術、食文化、音楽等）の横断的な魅力発信や交流発展に資する取組
	＊広域かつ多団体連携での北海道遺産推進の取組み
	＊親和性のある団体等との広域周遊モデルの実証
	＊先進の技術や表現方法を用いたデジタルコンテンツの制作
※選考基準の詳細は別紙の「2026（令和8）年度助成事業選考のポイント」をご確認ください。

[bookmark: _Hlk215583943]２．連絡担当者
	所　属
	

	氏　名
	

	住　所
	〒

	電話 / FAX
	TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ FAX：

	E-mail
	

	Webサイト
	


※Webサイト等がない場合、活動実績がわかるパンフレットやチラシ等を添付ください。
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